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ベノレY シ L タイ yによる交通手段や， カノレテノレに関する洞察は，すべて， こ
の「信用」についての考察様式を機械的に他におしひろげただけであって，事
実上は独立した考察に値下るものではない。








































































































































































































シュタイ γは， ローザの論証に対して， 「ここのような論証は久しく空中に浮














































































































資本主義経済の「適応能力」理論の尭生過渥 (289) 63 
第三に，予見と現実のくいちがいは，新しい特徴を「適応jとみなし，都合
の悪い事実を「経済外的」な，人為的，政策的要素として経済的土台と上部構
造の相互作用研究の緒ロをたち切ってしまうこと。
このような方法が現代の一部の国家独占資本主義研究にどのようにうけつが
れていzかは，行論に必要な限りで若干の考察を加えたが，より一層たち入っ
た研究は今後の課題として残されているn
